
● 「4つの場面」から検討したい「場面」をひとつ選んでください

● その「場面」で、医療・介護が連携する目的を考えてください

1. その「場面」で 目指す姿 を考える

2. （A市について・・・定量・定性で現状を確認・把握）

3. Ａ市が現在の状態になっているのはなぜか(課題･優先順位）
→最も解決が必要と考えられることを選ぶ

4. 要因として考えられるものは何か(要因分析･優先順位)
→最も問題があると思われることを選ぶ

5. 目指す姿に近づくため、どのような対策を打てば良いか
･･目的を踏まえ、誰に対し・何の対策か(具体的)

6. その対策で、何がどのような状態になることを期待するか
・・それを何で確認しますか
（その対策でどの程度目指す姿に近づくか/指標・目標値）

【Step1】目指す姿の設定

（目標・ゴール）

【Step2】現状把握

対策 (＝取組) の実施

【Step7】効果確認

・対策によって，現状が目指

す姿にどの程度近づいたか

を確認するために、何らかの

指標を置いて確認する。

【Step3】課題の選定

・両者のギャップから課題を抽

出した上で、取り組むべき

課題を絞り込み、課題を具

体化する。

【Step5・6】対策立案・実行

・現状を目指す姿に近づける

ために、関係者で対策を検

討・選択し、実行する。

【Step4】要因分析

・効果的な対策を実行する

ために、現状を引き起こして

いる要因の分析を行う。
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